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　３）　上下接合部

１－２３　各部の基本納まり図

　②モエンの厚み・長さが異なる場合

　●上下でモエンの厚みや、１０尺品と６尺品のようにモエンの長さが異なる接合部は実接合とせず、必ず

水切仕様となります。

　●下段のモエンの厚みおよび工法に合わせて、中間水切を選定してください。

水切
　漏水を防ぐため必ず上下段差に合った水切を使用してください。

　※納まり上純正水切の寸法を超える場合、現場調達品をご使用ください。

モエン下端と水切を突き付けて施工した場合、

浸入水が排水されず上段モエンが吸水し

不具合の原因となります。

下記のような施工は行わないでください。

2程度

■縦張り専用品の横張り施工

縦張り用の実には雨水が上下に流れるよう２㎜の隙間

を設けています。

横張りに使用した場合、実の隙間に雨水がたまり不具

合をまねくおそれがあります。
上

下

■水平シーリング目地

水平シーリング目地のみによる接合は目地切れに

よる漏水のおそれがあります。

縦張りの実部分

上

下
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ハットジョイナー
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※幕板仕様であ

れば標準施工

となります。

（寒冷地域では

幕板上部は水切

仕様となります。

P２２３参照。）
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　４）　左右接合部

１－２３　各部の基本納まり図

板の伸縮を考慮し必ず１０㎜で施工

横張り（シーリング接合）

横ズレ防止

ハットジョイナーがモエンの横ズレを防止します

上から差し込む

横張り（四方合いじゃくり品) 接合部用留付金具により左右のズレを防ぎます。

モエン用釘

（2本留め）

縦胴縁90サイズ

専用ビス

（2本留め）

縦胴縁90サイズ

モエン用釘

（2本留め）

専用ビス

（2本留め※）

※間柱は縦方向２本留めです。

縦胴縁90サイズ 縦胴縁90サイズ

縦胴縁90サイズ

モエン用釘

ハットジョイナー

　●水平方向に連続する壁面が長い建築物に四方合いじゃくり品を施工する場合は、緩衝目地（エキスパン

　　 ションジョイント）として１５m以内ごとにシーリング目地を設け、横ズレ防止のためハットジョイナーを釘

　　 または、ビスを用いて４５５㎜以下の間隔で留め付けてください。

　　 （木造下地はP８３を、鉄骨下地は別冊「Commercial Wall」をご参照ください。）

留付金具ＥＸ

左右接合部用
専用ビス

（2本留め）

留付金具ＥＸ

左右接合部用

留付金具EX

左右接合部用

留付金具EX

左右接合部用

通気留付金具ＥＸ
左右接合部用

①基本納まり

横張り施工において、１０尺品はシーリング接合、四方合いじゃくり品は合いじゃくり接合、縦張り施工におい

ては合いじゃくり接合が標準です。

●ハットジョイナーはモエン用釘を用いて横ずれ防止する役割も兼ねているため、１m以下の間隔で留め付

けます。

●左右接合部のシーリング目地は３面接着によるシーリング追従不足にならないよう、専用のハットジョイ

ナーを用いて施工します。

●ハットジョイナーは金具施工の場合、横ズレ防止の役目もあります。モエンの厚み・施工方法ごとに設定

しているもので施工してください。

●四方合いじゃくり品には必ず接合部用留付金具を使用します。

●縦胴縁は幅９０㎜を使用し、モエン用釘または専用ビス（φ４．１㎜×３５㎜）で２本留めとしてください。




